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特
集
①

特
集
②

特
集
③

特
集
④

特
集
⑤

特
集
⑥

健
康
・
福
祉

国
保
・
年
金

住
ま
い
・
環
境

安
全
・
交
通

文
化
・
教
養

ス
ポ
ー
ツ

税
・
産
業
・
雇
用

暮
ら
し

6

子
ど
も
・
子
育
て

本文中に記載がないものは、原則として、対象＝どなたでも、費用＝無料、申込＝不要。 ＝地区市民センター、 ＝出張所、
＝生涯学習センター、 ＝申込時に記載する基本項目は、催し名・郵便番号・住所・氏名・ふりがな・電話番号・人数。

施
設
の
教
室
・

講
座

市民俳歌柳壇
俳 壇 星田一草 選

マ
ネ
キ
ン
の
白
の
ボ
ト
ム
ス
春
淡あ

わ

し
●
さ
つ
き
３
丁
目　
伊
藤　
幸
子

◎
選
評
　
今
年
の
春
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
。
マ
ネ
キ
ン
の
着
け
る
白
の
明
る
さ
が
目
を
引
い
た
。
「
春
淡

し
」
の
措
辞
に
こ
れ
か
ら
街
に
流
れ
る
い
ろ
い
ろ
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
様
子
が
う
か

が
え
る
。
明
日
へ
の
期
待
が
感
じ
ら
れ
て
う
れ
し
い
。

雪
降
る
や
夫つ

ま

の
枡ま

す

掛か

け
撫な

づ
り
け
り

針
ケ
谷
１
丁
目　
橋
本　
登
志
子

大だ
い

根こ

引
く
勢
い
あ
ま
り
空
仰
ぐ

江
曽
島
２
丁
目　
坂
本　
節
子

は
ん
な
り
と
朋と

も

の
作
り
し
紙か

み

雛
ひ
い
な

上
田
町　
村
上　
恒
子

大お
お

雪な
だ
れ崩
ホ
バ
リ
ン
グ
す
る
ヘ
リ
一い

っ

機き

野
沢
町　
渡
辺　
明
広

歌 壇 安野登美子 選

新
し
き
令
和
の
未
来
思
ひ
つ
つ

古
き
昔
の
音お

ん

盤ば
ん

廻
す

●
雀
の
宮
２
丁
目　
山
田　
晴
一

◎
選
評
　
令
和
新
時
代
の
音
楽
鑑
賞
は
、
カ
セ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
CD
に
よ
り
音
盤
の
必
要
の
な

い
時
代
の
到
来
。
「
音
盤
廻
す
」
の
結
句
に
、
音
盤
の
溝
に
針
を
落
と
す
と
曲
が
流
れ
る
。
こ
ん
な
状
況

を
想
起
す
る
。
「
古
き
昔
」
の
曲
に
懐
古
、
温
か
み
を
、
し
み
じ
み
味
わ
う
作
者
。
新
し
き
時
代
、
古
き

良
き
時
代
へ
の
対
比
を
彷ほ

う

彿ふ
つ

と
さ
せ
、
温ぬ

く

み
あ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
聞
こ
え
る
よ
う
な
一
首
と
な
っ
た
。

ほ
う
れ
ん
草
茹
で
上
げ
切
れ
ば
ま
な
板
に

冬
の
畑
の
緑
を
残
す野

沢
町　
鈴
木　
孝
男

ひ
も
す
が
ら
黙も

く

し
て
す
ご
す
冬
日
和

ロ
ー
バ
イ
の
葉
が
そ
よ
と
囁さ

さ
や

く

戸
祭
２
丁
目　
須
藤　
テ
ル
子

窓
越
し
に
入
る
冬
日
に
シ
ク
ラ
メ
ン

冬
枯
れ
色
の
部
屋
を
う
る
ほ
す

不
動
前
４
丁
目　
阿
久
津　
多
美
子

庭
隅
の
陽
だ
ま
り
に
咲
く
福
寿
草

い
ず
こ
よ
り
来
し
か
蜂
の
群
が
る

細
谷
町　
平
野　
フ
ミ
子

柳 壇 荒井宗明 選

こ
こ
だ
け
の
話
広
が
る
ゴ
ミ
置
場

●
城
東
１
丁
目　
綱
川　
光
江

◎
選
評
　
ご
み
の
収
集
が
始
め
ら
れ
た
の
は
昭
和
45
年
頃
と
い
う
か
ら
、
か
れ
こ
れ
50
年
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
当
時
の
ご
み
置
き
場
は
、
主
婦
た
ち
の
情
報
交
換
と
な
っ
て
大
に
ぎ
わ
い

で
、
主
婦
は
、
ご
み
袋
一
つ
で
は
足
り
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
か
ら
50
年
。
ご
み
置
き
場
は
至し

極ご
く

静
か

で
、
主
婦
の
立
ち
話
も
見
掛
け
な
く
な
っ
た
。
原
因
の
程
は
不
明
で
あ
る
。

瓶
の
蓋ふ

た

男
の
力
見
く
び
ら
れ

若
草
３
丁
目　
佐
藤　
隆
久

子
の
寝
言
聞
き
つ
つ
布
団
掛
け
直
す

清
原
台
６
丁
目　
篠
原　
富
子

タ
イ
ヤ
取
り
替
え
て
明
日
の
雪
を
待
つ

平
松
本
町　
飯
島　
敏
夫

布
団
干
し
て
今こ

宵よ
い

の
夢
を
暖
め
る

中
岡
本
町　
中
沢　
智
子

◎
俳
歌
柳
壇
　
応
募
方
法　
1
人
各
3
句
（
首
）
以
内
。
対
象
は
市
内
在
住
の
人
で
、
未
発
表
作
品
。
は
が
き
に
、

作
品
（
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
も
）・
住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
応
募
す
る
壇
名
を
書
き
、
毎
月
20
日
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
〒
320-

8540
市
役
所
広
報
広
聴
課
☎（
632
）２
０
２
８
へ
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。

市
民
俳
歌
柳
壇　

令
和
３
年
度
年
間
賞

　

令
和
３
年
４
月
号
～
令
和
４
年
３
月
号
の
「
市
民
俳
歌
柳
壇
」
コ
ー

ナ
ー
に
掲
載
し
た
作
品
の
中
か
ら
、
左
の
通
り
、
優
れ
た
作
品
が
「
年

間
賞
」
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

　
入
賞
者
に
は
、
後
日
、
記
念
品
を
お
送
り
し
ま
す
。

問
広
報
広
聴
課
☎（
632
）２
０
２
８

柳　壇
荒井 宗明　選

準大賞 大賞

歌　壇
安野 登美子　選

準大賞 大賞

俳　壇
星田 一草　選

準大賞 大賞

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
き
ん
ぴ
ら
下
げ
て
春
の
雨

岡
本
町　
小
川　
祐
次

想
い
出
に
出
会
う
路ろ

傍ぼ
う

の
吾わ

れ
も
こ
う

亦
紅

弥
生
１
丁
目　
大
河
原　
信
昭

立
冬
や
ケ
ト
ル
の
湯
気
の
威
勢
よ
く

江
曽
島
本
町　
中
村　
元
吉

針
供
養
豆
腐
に
罪
は
な
か
り
け
り

平
松
本
町　
川
野　
和
美

ふ
る
さ
と
の
感
触
を
踏
む
霜
柱

中
岡
本
町　
竹
内　
竹
ノ
花

Ｇ
パ
ン
や
姑は

は

も
ウ
エ
ス
ト
あ
り
は
あ
り

鶴
田
町　
鈴
木　
芙
美
子

て
の
ひ
ら
に
触
れ
て
み
た
し
も
新
緑
に

ふ
つ
く
ら
連
な
る
山
の
稜り

ょ
う

線せ
ん

清
原
台
５
丁
目　
北
市　
邦
子

寒か
ん

椿つ
ば
き

み
ぞ
れ
交
じ
り
に
紅

く
れ
な
いの
見
え
隠
れ
し
て
大
寒
に
入い

る

大
曽
５
丁
目　
岩
渕　
煦
美
子

白
き
花
一
輪
咲
き
し
沙さ

羅ら

双そ
う

樹じ
ゅ

一
日
の
命
透
き
て
美
し

下
栗
町　
大
塚　
榮
子


